
地域の“人”を支える仕組みを、

経済学で解き明かす。

設置構想中

下関市立大学 大学院

経済学研究科 博士後期課程（仮称）

経済・経営専攻　博士（経済学）

2026年度 から 入学金・授業料  の 無償化実施

2028年度 4月
設置予定



経済学・経営学の観点から、
全ての人が安心して心豊かに暮らせる
持続的な地域を実現する研究

設置の理念 人口減少と少子高齢化に伴い、地方都市においては、地域の持続性を揺るがす深刻な局面を迎え

つつある。地域社会の構造的課題に対して科学的・実践的アプローチに基づく政策形成と人材育

成を担う新たな教育研究の枠組みを構築するため、本課程を設置する。 

養成する人材像 アドミッション・ポリシー

大学その他の研究機関において、地域経済及び産業又は
ヒューマンサービスの経済分析に係る研究を担う者

①

地方公共団体その他の行政機関並びに医療法人、社会
福祉法人その他のヒューマンサービスに係る事業者にお
いて、ヒューマンサービスに係る政策及び事業の設計並び
にその成果の測定と検証を担う高度専門職業人

②

地方公共団体その他の行政機関、地域の企業、金融機関
及び産業支援機関において、地域経済及び産業の分析に
基づく政策及び事業の設計並びにその効果の検証を担う
高度専門職業人

③

次のような方をお待ちしています。

▲ 大学等の研究者（地域経済・ヒューマンサービスの経済分析）

▲ 医療法人、社会福祉法人その他のヒューマンサービスに係る事業者

▲ 自治体・地域企業・金融機関等で政策・事業を設計する高度専門職業人

修了後の
進路

ヒューマンサービス：人的資本の形成、維持及び配分に直接作用する対人サービス部門（教育及び保育、福祉及び介護並びに医療）

研究倫理を理解し、研究成果の公表及び社会への還元に係る
計画を示すことができる者

４．

地域経済・産業又はヒューマンサービスの分野において、研究課
題を具体的に定式化し、研究計画として示すことができる者

３．

統計の専門的な知識と数量的分析の能力を有し、修士論文又は
これに相当する研究の成果を示すことができる者

２．

修士の学位を有する者又はこれと同等以上の学力を有する者で
あって、経済学又は経営学の専門的知識を有する者

１．
自立して研究活動を行うに足る能力を備え、学術
的知見の創出と政策形成への応用を担う研究者
及び高度専門職業人を養成します。



専門科目で理論と分析手法を深
め、特別研究Ⅰ～Ⅲで研究課題の設
定・実証・理論と政策への還元へ
進みます。修了には 20 単位以上と
博士論文の合格が必要です。

カリキュラムマップ

持続可能な地域の未来科学的・実践的アプローチ地域・社会の構造的課題

地域経済に関する諸理論と統計・指標
を用い、歴史・文化や政策も踏まえて
総合的に分析

福祉・教育・医療などヒューマンサー
ビス分野を理解し、現代社会の課題
を分析

さまざまなデータ分析方法を用いて、
地域の現状・課題を分析

経済の
グローバル化

人口減少・
高齢化

産業構造の
転換

社会的課題
-福祉・教育・医療-

3年間で、研究課題の設定から

博士論文へ

区分 科目名 単位 配当年次

専門科目
（選択8単位以上）

研究指導科目
（必修12単位）

地域経済・産業課題分析特殊研究

ヒューマンサービスにおける課題分析特殊研究

経済理論特殊研究

金融経済特殊研究

地域経済特殊研究

公共・都市政策特殊研究

地域産業特殊研究

マーケティング戦略特殊研究

管理会計特殊研究

計量経済特殊研究

ヒューマンサービスデータ分析特殊研究Ⅰ（教育・保育）

ヒューマンサービスデータ分析特殊研究Ⅱ（福祉・介護）

ヒューマンサービスデータ分析特殊研究Ⅲ（医療） 

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

特別研究Ⅲ

1前

1前

1後

1後

1後

1後

1後

1後

1後

1後

1後

2前

2後

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1通

2通

3通

4

4

4



本課程は設置構想中であり、計画内容は変更となる場合があります。

概 要
１５人

経済学関係学位の分野

収容定員

５人

博士（経済学）

３年

2028年度

入学定員

学位名称

修業年限

開設年度

博士後期課程（仮称）

経済・経営専攻

経済学研究科

下関市立大学 大学院

課程名称

専攻名称

研究科名称

大学名称

授業料 合計 その他入学金

大学名 研究科 専攻 課程

検定料 保険料（３年分）

０円 ０円 ０円 30，000円 3，120円
2026年度から入学金及び授業料の無償化（全額免除）を実施。
ただし、修了できないなど一定の要件を満たさない場合には、負担
が生じることがあります。

JR新下関駅
（新幹線･東口）から

サンデンバス1番のりば（約15分乗車）、「川中豊町線」に乗車、「大学町二丁目」バス停下車徒歩2分
タクシー利用の場合約10分

JR幡生駅から 徒歩約20分

JR下関駅から サンデンバス3番のりば（約20分乗車）、「山の田」バス停下車徒歩4分、「大学町二丁目」バス停下車徒歩2分
サンデンバス5番のりば（約20分乗車）、「山の田」バス停下車徒歩4分

〒751-8510 山口県下関市大学町二丁目1番1号
TEL.083-252-0288　FAX.083-252-8099
https://www.shimonoseki-cu.ac.jp/

競合大学

学納金

アクセス

九州大学

大分大学

名古屋市立大学

大阪公立大学

福岡大学

大学院 経済学府

大学院 経済学研究科

大学院 経済学研究科

大学院 経済学研究科

大学院 経済学研究科

経済工学専攻／経済システム専攻

地域経営専攻

経済学専攻／経営学専攻

経済学専攻

経済学専攻

博士後期課程

博士後期課程

博士後期課程

博士後期課程

博士課程後期


